
 

 

  平成２２年度事業報告 

自平成２２年４月 １日 

至平成２３年３月３１日 

会員の異動状況 

 

区  分 
平成２１年度末 平成２２年度中の異動数 平成２２年度末 

会 員 数 入   会 退   会 会 員 数 

一般会員 ５２５  １２  ２５  ５１２  

団体会員 １８  ０  ０  １８  

合  計 ５４３  １２  ２５    ５３０  7  

                           （対前年度１３名減）  

事業の概要 

 Ｉ 労働条件の確保・改善対策 

１ 労働基準関係法移動講座の実施 

    労働基準法関係のトラブルを防止するため、東京労働局、各労働基準監督署の 

後援を得て、当連合会及び各地区労働基準協会が共催し、平成２２年６月に労務

管理講習会「労働基準関係法移動講座」を開催した。 

 「新版 これがポイント！労働基準関係法」等をテキストとして実務に即した

労務管理等について、また、平成２２年４月１日施行の改正労働基準法等につい

て東京労働局及び各労働基準監督署の担当官等が説明を行った。 

都内各地で１６回開催し、使用者、労働者、一般参加者を含め、８４１名の参 

加があった。 

Ⅱ 労働災害防止と健康確保対策 

１  安全・衛生管理者能力向上の促進 

各種大会や研修会を通じて情報を提供した。 

２ マネジメントシステムの普及促進 

 （１）リスクアセスメント実務研修会の実施 

中央労働災害防止協会と共催で、平成２２年６月２日、８月３０日、１０月 

１６日の３回実施し、計６９名の参加があった。 

 （２）システム監査実務研修会の実施 

平成２２年１０月７日・８日の１回（２日間）実施し、５名の参加があった。 

３ 東京衛生管理者協議会の充実 

   平成９年度に設置され、平成２２年度は１回の幹事会の開催と企業における衛 

生管理活動に携わる衛生管理者に対して２回の研修会を実施し、衛生管理者の活 

動の支援並びに交流の場を提供した。現在２９９社４２６名の会員数で、幹事会 

を中心に協議会の充実について検討及び研修会の企画を行っている。 



 

 

（１）幹事会 

① 第１回 平成２２年 ７月２６日       東京労働基準協会連合会 

（２）総会   平成２２年 ７月２６日       東京労働基準協会連合会 

（３） 研修会 

① 第１回 平成２２年 ７月２６日 参加者６７名 

東京労働基準協会連合会  

イ 講演 

（イ）「労働衛生行政の動向」 

東京労働局労働基準部労働衛生課 

労働衛生課長 駒場 修一 

（ロ）「衛生管理者と産業医の連携」 

衛生管理者の立場から 

日本電子株式会社総務部安全健康グループ  

グループ長  江口 剛史 

     産業医の立場から 

ＨＯＹＡ株式会社 

ＨＯＹＡグループ環境・安全衛生・健康担当 

兼ＨＯＹＡグループ総括産業医    小林 祐一 

ロ 全体討論会 

② 第２回 平成２３年 １月１９日 参加者６２名 

東京労働基準協会連合会 

イ 講演 

（イ）「労働衛生行政の動向」 

東京労働局労働基準部労働衛生課 

労働衛生課長  駒場 修一 

（ロ）「メンタルヘルス対策について」 

ＨＯＹＡ株式会社 

ＨＯＹＡグループ環境・安全衛生・健康担当 

兼ＨＯＹＡグループ総括産業医    小林 祐一 

ロ グループ討議 

４ 東基連産業医会の活性化 

   平成１９年度に発足され、平成２２度は幹事会の開催と産業保健活動に携わる 

勤務産業医に対して研修会を実施し、勤務産業医の活動の支援並びに交流の場を 

提供した。幹事会を中心に産業医会の充実について検討及び研修会の企画を行っ

ている。 

（１）幹事会 

第１回 平成２３年 ２月２３日           メルパルク東京 

（２）研修会 

第１回 平成２３年 ２月２３日 参加者１３名    メルパルク東京 

 

 



 

 

イ 講演 

（イ）「企業におけるメンタルヘルス対策」 

丸紅株式会社東京本社診療所長 山澤 文裕 

   ロ ディスカッション 

５ 安全・労働衛生教育研究会の開催 

第１回 平成２２年 ６月２３日 参加者２７名     東医健保会館 

①  ビデオ上映 

（イ）＜改定版＞不安全行動と災害 

    ～労働災害はなぜ起きたか～ 

（ロ）＜改定版＞爆発火災防止の基礎知識 

         （ハ）＜改定版＞静電気災害を防ぐには 

      ② 講 演 

「爆発火災災害のリスク低減のために」 

～やさしい静電気の基礎知識～ 

        社団法人産業安全技術協会 

             東京事務所長   蒲池正之介 

第２回 平成２２年 ９月２８日 参加者２６名    東医健保会館 

① ビデオ上映 

（イ）＜改訂Ⅲ版＞ふせげ！酸欠災害 

    ～酸素欠乏症とその対策～ 

（ロ）検知管式ガス測定器の正しい使い方 

（ハ）＜改訂Ⅱ版＞安全な有機溶剤作業の基礎知識 

      ～有機溶剤中毒を防ぐには～ 

② 講 演 

「現場で役立つ簡易測定法について」 

   ～酸欠・有害ガス等のリスク評価のために～ 

株式会社ガステック営業一部営業課  

一種作業環境測定士   宮腰 義規 

Ⅲ 労使の意識の高揚・啓発 

１ 第７回東京産業安全衛生大会の開催 

平成２２年７月７日東京都千代田区の九段会館において、東京労働局と共催で 

東京産業安全衛生大会を開催し、約８００名の参加があった。大会の初めに、安 

全衛生表彰並びに伝達式が行われた。 

（１）事例発表 

   ①「ＨＯＹＡグループにおける安全衛生活動」 

～ＯＳＨＭＳとリスクアセスメントの活用事例について～ 

                ＨＯＹＡ株式会社ＨＯＹＡグループＯＳＨ推進室 

                    環境・安全衛生グループ  近藤 隆裕 

   ②「心と体の健康増進」 

               株式会社ディスコサポート本部 

総務部安全防災チーム  石井 秀明 



 

 

（２）特別講演 

    「早稲田大学野球部の目標は“文武両道日本一”」 

～知識は学問から人格は野球から得る～ 

早稲田大学野球部監督  應武 篤良 

（３）安全衛生表彰受賞者 

    ・ 厚生労働大臣 団体賞          １団体 

    ・ 厚生労働大臣 功績賞     １名 

    ・ 厚生労働大臣 安全衛生推進賞 １名 

    ・ 東京労働局長 優良賞     ３事業場 

    ・ 東京労働局長 奨励賞     ５事業場 

    ・ 東京労働局長 安全衛生推進賞 ７名 

 ２ 産業保健フォーラム IN TOKYO ２０１０の開催 

   平成２２年９月３日に東京都千代田区の九段会館において、東京労働局・東京 

産業保健推進センターと共催し、東京都を始め数多くの団体の後援を得て開催し 

たところ、講演、セミナーのほか相談コーナー、体験コーナー、展示コーナー等 

などへの参加者も含めて約１，１００人の参加があった。 

（１）特別講演 

    「メンタルヘルス対策における職場復帰について」  

                 メディカルケア虎ノ門院長 

うつ病リワーク研究会代表世話人 五十嵐良雄 

（２）事例発表 

「メンタルヘルスケアの取組みについて」 

   株式会社リコー本社事務所 

人事本部ヒューマンリレーション推進部長 

シニアマネジメント 杉浦 顕一 

 （３）活動紹介    

「メンタルヘルス対策に取り組むために」 

メンタルヘルス対策支援センター促進員  阿南 憲治 

（４）快適職場推進セミナー 

   ① 講演 

  イ「職場における受動喫煙防止対策の方向～快適職場から疾病予防へ～」 

国立がん研究センター研究所 

たばこ政策研究プロジェクトリーダー   

              「喫煙と健康」ＷＨＯ指定研究協力センター長 

望月友美子 

３ 第６９回全国産業安全衛生大会への参加 

   平成２２年１０月６日から８日まで福岡市において第６９回全国産業安全衛生 

大会が開催され約１１，５００名の参加があった。なお、東京からも１，０００ 

名を超える参加を得た。 

 ４ 快適職場形成促進事業の実施 

（１）快適職場推進計画作成の相談・実地調査並びに計画認定のための審査 



 

 

  快適職場推進計画に基づき快適職場認定申請についての指導、相談、審査等 

行った。平成２２年度の認定件数は３３７件であった。 

 

（２）東京快適職場推進大会 

  平成２２年９月３日に東京都千代田区の九段会館において「産業保健フォー 

ラム IN TOKYO ２０１０」と同時開催して、講演のほか展示コーナーを設置 

するとともに、資料を配布して快適職場の形成促進についての普及・啓発を行

った。 

Ⅳ 社団法人全国労働基準関係団体連合会東京都支部事業 

１ 新規起業事業場就業環境整備事業の実施 

労働者の労働条件・就業環境確保のため、５年以内に新たに事業を起こした事 

業場に対して労働条件整備のための支援を行う事業であるが、平成２２年度は１ 

６事業場から申請があり、指導員７名により延べ３０件の各種相談、指導を実 

施した。 

Ⅴ 中央労働災害防止協会東京都支部事業 

 １ メンタルヘルス対策支援事業の推進 

「メンタルヘルス指針」に基づく対策の普及・定着を図るため、メンタルヘル 

ス対策に積極的に取り組もうとする事業場に支援専門家を派遣する等の支援を行 

うもので、この事業を円滑に推進するため、事業場へ周知広報を行った。 

 ２ 職場におけるメンタルヘルス対策及び自殺予防セミナーの開催 

   労働者の健康の保持増進対策事業の一環として、平成２２年１２月１３日、東 

京都千代田区の自動車会館において開催し、約１００名が受講した。 

（１）講演 

①「職場におけるメンタルヘルス対策及び自殺予防対策」 

         神田東クリニック院長 

ＫＨＣメンタルヘルス・プロフェッショナルサポート 

         労働衛生コンサルタント 精神科専門医   高野 知樹 

 ３ 過重労働による健康障害防止のための自主的改善事業（すこやかワーク推進事 

業） 

   平成１９年度から新規に始まった事業であるが、中小規模事業場のうち総労働 

時間の長い業種・企業系列等の中から事業場集団を選定し、安全衛生管理の専門 

家による助言指導を行うことにより中小規模事業場における過重労働による健康 

障害防止のための自主的な改善を進めるものである。 

平成２２年度は次の１集団を指定し、１名の指導員により合計２８事業場に対 

し助言指導した。 

     ・ 大成建設株式会社東京倉友会すこやかワーク研究会 

Ⅵ 安全衛生教育事業 

    平成２２年度は、技能講習等の講習会を３０４回実施し、合計１４，６０９名 

の受講申込があった。 

 １ 技能講習 

 （１） フォークリフト運転（１１時間コース）  １１回       ８６名 



 

 

 （２） フォークリフト運転（３１時間コース）  １２回      ３４６名 

 （３） 玉掛け                 １４回      ６４８名 

 （４） ガス溶接                 ７回      ２８３名 

 （５） 小型移動式クレーン運転          ３回       ５７名 

 （６） 床上操作式クレーン運転          ５回       ９２名 

（７） プレス機械作業主任者           １回       ３３名 

 （８） 乾燥設備作業主任者            ３回      ２１７名 

 （９） はい作業主任者              ４回      ２３３名 

 （10） 木材加工用機械作業主任者         １回       １９名 

 （11） 有機溶剤作業主任者           ２０回    １，３４５名 

 （12） 石綿作業主任者             １０回      ４５４名 

 （13） 特定化学物質・四アルキル鉛作業主任者  １５回      ９４１名 

 （14） 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者    ２３回    ２，０７３名 

 （15） 鉛作業主任者               １回       ６２名 

 （16）高所作業車運転               ４回      １２８名 

           小     計      １３４回    ７，０１７名 

 ２ 特別教育 

 （１） 研削といし取替業務           １１回      ４４１名 

 （２） アーク溶接業務              ５回      １６６名 

 （３） 低圧電気取扱業務            １３回    １，１８５名 

（４） 高圧・特別高圧電気取扱業務       １３回      ９１８名 

  （５） 粉じん作業業務              ４回      １９０名 

 （６） 産業廃棄物の焼却施設に係る業務      ３回      １３１名 

 （７） 酸素欠乏・硫化水素危険作業に係る業務   ７回      １７５名 

 （８） 高所作業車運転              ４回       ９９名 

           小     計       ６０回    ３，３０５名 

 ３ その他の教育 

 （１） 職長教育                １３回      ６１９名 

 （２） 安全衛生推進者             １３回      ７４４名 

 （３） 衛生推進者               １２回      ５１０名 

 （４） 安全管理者選任時研修          １３回      ６９０名 

 （５） 衛生管理者能力向上教育          ３回      １０６名 

 （６） ＫＹＴ研修               １２回      ４２６名 

 （７） リスクアセスメント実務研修        ３回       ６９名 

 （８） システム監査実務研修           １回        ５名 

           小     計       ７０回    ３，１６９名 

 ４ 免許試験受験準備講習 

 （１） 第１種衛生管理者            １２回      ４８４名 

 （２） 第２種衛生管理者            １２回      ３４４名 

 （３） 特例第１種衛生管理者           ９回       ２１名 

 （４） 衛生管理者模擬試験            ９回      １１３名 



 

 

 （５） エックス線作業主任者           ２回      １７０名 

           小     計       ４４回    １，１３２名 

      合   計             ３０８回   １４，６２３名 

Ⅶ 会議等  

１ 定期総会  平成２２年 ５月２５日             上野精養軒 

（１）平成２１年度財務諸表承認の件 

（２）定款変更の件 

（３）役員選任の件 

２ 理事会   平成２２年 ５月１２日   新日鉄エンジニアリング株式会社 

 （１）平成２１年度事業報告承認の件 

（２）平成２１年度収支決算書承認の兼 

（３）役員選任の件 

３ 理事会   平成２３年 ３月３０日           株式会社ＩＨＩ 

 （１）平成２２年度事業計画承認の件 

 （２）平成２２年度収支予算書承認の件 

 （３）業務執行理事の職務権限規定承認の件 

 （４）会費規定承認の件 

 （５）役員に関する規定承認の件 

 （６）理事会の招集規定承認の件 

 （７）新規入会承認の件 

 ４ 東基連会報編集会議     平成２２年５月、８月を除く毎月開催 

 ５ 社団法人全国労働基準関係団体連合会関係 

 （１）常任理事会・理事会・総会 平成２２年 ５月２７日   芝パークホテル 

                平成２３年 ２月２５日メルパルクＴＯＫＹ０ 

（２）表彰選考委員会      平成２３年 ２月２５日メルパルクＴＯＫＹ０ 

（３）事務局長会議       平成２２年 ５月２７日   芝パークホテル 

 （４）ブロック代表幹事会    平成２２年１０月１３日  三田労働基準協会 

６ 中央労働災害防止協会関係 

（１）理事会・総会 平成２２年 ５月２６日           経団連会館 

（２）全国衛生管理者協議会総会 平成２２年 ５月２６日     経団連会館 

（３）快適職場アドバイザー会議 平成２２年 ４月２７日～２８日 

                              安全衛生総合会館 

 （４）ゼロ災運動推進協議会 

幹事会    平成２２年 ８月３１日    産業安全会館 

         総 会    平成２２年１０月２７日    アクロス福岡 

（５）全国支部長会議      平成２３年 ２月２５日   芝パークホテル 

（６）関東安全衛生サービスセンター連絡会議 

                  平成２２年１２月１５日   安全衛生総合会館 

７ 東京産業保健推進センター関係 

（１）運営協議会        平成２２年１１月２６日 

東京産業保健推進センター 



 

 

                 平成２３年 ３月 ９日 

東京産業保健推進センター 

 

Ⅷ 広報・出版関係事業 

 １ 会報「東基連」の発行 

 ２ 「平成２２年度 安全衛生のためのガイドブック」の発行 

 ３ 「新版 これがポイント！労働基準関係法」の発行 

４ 「わかる労働時間管理」の発行 

５ 「衛生管理教程」の発行 

６ 「労働衛生関係法令集（有害業務）」の発行 

７ 「職長研修テキスト」の発行 

Ⅸ 会員に対するサービス 

 １ 会報「東基連」無料配布 

 ２ 各種講習会・研修会の開催 

 ３ 各種大会等の開催 

 ４ 各種講習（技能講習を除く）受講料の割引 

 ５ 出版物等代金の割引 

Ⅹ その他 

１ 監査 平成２２年 ５月１０日 

２ 労働安全衛生法に基づく免許にかかる東京地区出張特別試験 

  関東安全衛生技術センターが実施する東京地区出張特別試験の事務局を平成１ 

５年度から当連合会が担当しているが、第８回となる平成２２年度は、平成２２ 

年９月１１日東京都新宿区の早稲田大学西早稲田キャンパスにおいて、衛生管理 

者、ボイラー技士、クレーン運転士、移動式クレーン運転士の免許試験を実施し、 

３，８０６人が受験した。 

３ 緑十字賞の推薦                          ２名 

・ 相浦 和幸 向島労働基準協会会長 

・ 西本 英高 日鐵ドラム株式会社執行役員 

４ 中小企業無災害記録証の申請                    ６件 

・ 前田金属工業株式会社                第１種 

    ・ 前田金属工業株式会社                第２種 

・ 日鉄鉱建株式会社                  第３種 

・ 寿製版印刷株式会社                 第３種 

・ 東洋設備株式会社                  第３種 

・ 東京都下水道サービス株式会社 東部スラッジセンター 第４種 

・ ジェイ・シー株式会社                第４種 


